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能
登
半
島
地
震
に

お
い
て
支
援
現
場
で

得
た
教
訓
・
新
た
な
取
組

は
。

イ
ン
フ
ラ
が
寸
断

さ
れ
た
こ
と
で
、
支

援
物
資
な
ど
の
搬
送
に
も
困

難
を
生
じ
た
。
水
道
利
用
が

必
要
な
ト
イ
レ
等
の
処
理
が

後
手
に
回
っ
た
。
道
路
の
強

靭
化
、
上
下
水
道
の
計
画
的

な
耐
震
化
も
町
の
重
要
施
策

と
し
て
進
め
る
。
避
難
所
の

運
営
も
地
域
と
連
携
し
啓
発

を
行
っ
て
い
き
た
い
。
令
和

７
年
度
に
国
土
強
靭
化
地
域

計
画
を
第
２
期
と
し
て
改
定

予
定
。
よ
り
実
効
性
の
高
い

も
の
に
す
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

使
用
済
衛
生
袋
の

処
理
は
。

可
燃
ご
み
と
し
て

出
せ
る
が
、
災
害
時

は
、
ゴ
ミ
収
集
を
一
時
休
止

す
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
可

燃
ご
み
と
は
分
け
て
保
管
す

る
。
優
先
度
が
高
い
ゴ
ミ
と

し
て
効
率
的
に
運
搬
処
分
を

行
う
。

大
量
に
出
る
災
害

ゴ
ミ
へ
の
対
応
・
住

民
へ
の
周
知
は
。

避
難
所
運
営
に
お

い
て
、
適
切
な
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
重
要
。
災

害
ご
み
の
搬
送
、
処
理
方
法

な
ど
、
わ
か
り
や
す
い
資
料

を
作
り
、
周
知
す
る
。

能
登
半
島
地
震
で
は
、
町
職
員
を
何
度
も
派
遣
し
た
。
現

場
で
得
た
教
訓
に
よ
り
、
今
後
の
新
た
な
計
画
や
取
り
組
み
、

環
境
づ
く
り
が
重
要
。

病児・病後児保育施設の開設は

事業所と連携し、慎重に検討

町
長

保
育
施
設
の
概
要

は
。民
間
事
業
者
に
よ

り
令
和
７
年
４
月
開

設
予
定
。
養
老
町
飯
積
に
施

設
を
整
備
し
て
お
り
、
町
は

事
業
委
託
を
検
討
し
て
い

る
。生
後
６
ヶ
月
の
乳
幼
児
か

ら
小
学
校
３
年
生
の
児
童
を

対
象
者
と
し
、
定
数
は
、
病

児
２
人
、
病
後
児
４
人
。

保
育
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
利

用
料
は
、
１
日
２
千
円
を
検

討
し
て
い
る
。

受
け
入
れ
で
き
な

い
病
気
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
感
染
力
が

強
い
病
気
。施
設
が
満
員
の
場

合
は
。

他
の
病
児
病
後
児

施
設
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
利
用
登
録
を
周
知
す

る
。

施
設
ま
で
の
送
迎

は
。事
業
所
と
検
討
中
。

実
施
の
際
の
対
応
方

針
と
し
て
、
医
療
機
関
か
ら

の
利
用
連
絡
票
の
発
行
が
必

要
。
看
護
師
の
付
き
添
い
を

検
討
中
。

問答

問答 保
護
者
が
就
労
等
で
、
自
宅
で
病
気
の
子
ど
も
の
看
病
が

困
難
な
場
合
、
保
護
者
が
安
心
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
に
、

病
気
の
子
ど
も
を
預
か
る
施
設
と
な
る
。

問答

災害現場で得た教訓は

より実効性の高いものとする

町
長

携帯トイレの使い方

◆大
おお

橋
はし

みち子
こ

議員

◆清
し

水
みず

由
ゆ

美
み

子
こ

議員

問答

問問

答問答

答

建設中の病児病後児保育施設

臨
時
会

定
例
会

委
員
会
報
告

審
議
結
果

一
般
質
問

あ
れ

か
ら
ど

う
な
っ

た
子
ど
も
議
会
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認知症・身寄りなき福祉施策は

次期計画での調査・分析図る

町
長

全
国
の
自
治
体
で

認
知
症
施
策
に
関
す

る
条
例
化
が
検
討
さ
れ
て
い

く
と
推
察
す
る
が
見
解
は
。

県
や
近
隣
市
町
も

条
例
化
さ
れ
て
い
な

い
。
先
進
事
例
を
研
究
し
動

向
を
注
視
し
た
い
。

市
町
村
が
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
を
総

合
的
に
支
え
る
取
り
組
み
が

今
年
か
ら
試
行
的
に
始
ま
っ

て
い
る
。
町
の
対
応
は
。

持
続
可
能
な
「
権

利
擁
護
支
援
」
の
し

く
み
作
り
は
、
補
助
金
の
活

用
も
含
め
よ
り
良
い
支
援
を

模
索
し
た
い
。

地
域
ぐ
る
み
で
高

齢
者
を
総
合
的
・
包

括
的
に
支
え
る
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
体
制
の

充
実
を
。

相
談
件
数
も
増
え

て
お
り
、
主
任
介
護

支
援
専
門
員
が
不
足
し
て
い

る
た
め
募
集
中
で
あ
る
。

※
令
和

６
年

�月
１
日

現
在
、
町

内
の

�歳
以
上
で
一
人

暮
ら
し

は
、
１
１
３
６
名
（

�％
）

※
介
護
保

険
法
の

規
定
に

基
づ
き
、

一
つ
の
地
域

包
括

セ
ン

タ
ー
の

職
員

基
準
は
、

�歳
以
上
の
高

齢
者
数
が
、
お
お
む
ね
３
０
０
０

人
以
上

６
０

０
０
人

未
満
ご
と

に
、
保

健
師
、

社
会

福
祉

士
及

び
主
任
介
護
支
援
専
門
員
を

最

低
限

各
一
人

配
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

「
認
知
症
基
本
法
」
が

２
０

２
３
年

６
月
に
成
立
し
た
。

ま
た
、
「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」
に
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
へ

の
支
援
が
初
め
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

答 問 答 問

◆水
みず

谷
たに

久
く

美
み

子
こ

議員

答

問

ＬＥＤ化率の現状と課題は

各施設共、計画的に実施する

町
長

現
時
点
で
庁
舎
内
、

学
校
、
街
灯
な
ど
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は
。

役
場
庁
舎
内

�％
。

公
立
認
定
こ
ど
も
園

�％
。

小
学
校
３
・
８
％
。

中
学
校

�・
１
％
。

小
・
中
学
校
屋
内
運
動
場

�・
２
％
。

地
区
管
理
の
街
路
灯

�％
。

物
価
高
騰
に
対
す

る
負
担
軽
減
と
し
て
、

各
家
庭
や
店
舗
、
零
細
企
業

を
対
象
に
し
た
「
（
仮
称
）

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
照
明
な
ど
節
電
促

進
助
成
金
」
を
町
単
独
で
創

設
さ
れ
た
い
。

国
の
補
助
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
の
動
向
に
注

視
し
、
調
査
・
研
究
し
て
い

く
。

リ
ー
ス
を
活
用
し

た
一
括
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も

可
能
で
あ
り
、
費
用
も
公
共

単
価
よ
り
安
く
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
費
用
が
掛
か
ら
な
い
こ

と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。
提

案
し
た
い
。様
々
な
手
法
を
情

報
収
集
し
て
比
較
検

証
し
、
よ
り
効
果
的
な
方
法

に
つ
い
て
、
先
進
自
治
体
な

ど
も
調
査
し
な
が
ら
進
め
た

い
。

問 答 問答

問答

他
に
「
教

職
員
の
自
己
負
担

（
自
腹

）
問

題
に

つ
い
て
」
の

質

問
も
し
ま
し
た
。

「
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約
」
締
約
国
会
議
で
、

２
０

２

７
年
度
末
で
蛍
光
管
の
製
造
が
禁
止
さ
れ
た
。
日
本
で
も

３

年
後
に
は
蛍
光
管
の
流
通
が
止
ま
る
。
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